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１．調査実施の目的 

令和３年度から始まる「成田市男女共同参画計画」の策定にあたり、市民、中学生、市内事業所の

方々から男女共同参画社会に対するご意見を伺うとともに、皆さまの意識の移り変わりを調べ、市が

今後に取り組むべき施策に反映させるため、調査を実施しました。 

 

２．調査の種類 

調査名 調査対象 

１．市民アンケート調査 市内在住の20歳以上の男女個人（無作為抽出） 

２．中学生アンケート調査 市内中学２年生・義務教育学校８年生全員 

３．事業所調査 
経済センサス（平成28年）より市内の事業所を無作為

抽出 
 
 

３．調査方法と回収状況 

調査名 調査方法 

１．市民アンケート調査 郵送によるアンケート調査、Ｗｅｂ回答併用 

２．中学生アンケート調査 学校配布・学校回収 

３．事業所調査 郵送によるアンケート調査、Ｗｅｂ回答併用 

 

調査期間 

市民アンケート調査、事業所調査 ：令和２年８月６日（木）～ ８月28日（金） 

中学生アンケート ：令和２年７月27日（月) ～ ７月31日（金) 

＜回収状況＞ 

調査名 発送数 回収数 回収率 

１．市民アンケート調査 2,000件 869件 43.5% 

２．中学生アンケート調査 1,314件 1,234件 93.9% 

３．事業所調査 1,000件 345件 34.5% 

 

 

４．調査結果を見る上での注意事項 

・本文、表、グラフなどに使われる「ｎ」は、各設問に対する回答者数である。 

・百分率（％）の計算は、小数第２位を四捨五入し、小数第１位まで表示した。したがって、単数回

答（１つだけ選ぶ問）においても、四捨五入の影響で、％を足し合わせて100％にならない場合があ

る。 

・複数回答（２つ以上選んでよい問）においては、％の合計が100％を超える場合がある。 

・本文、表、グラフは、表示の都合上、調査票の選択肢等の文言を一部簡略化している場合がある。 

・回答者数が30未満の場合、比率が上下しやすいため、傾向を見るにとどめ、本文中では触れていな

い場合がある。 

  


